
令和５年（２０２３年）度の活動計画 

  ＜基本方針＞  

〇防災ハンドブックを活用して、地域での防災を見直し、活動を推進しましょう。 

〇地域で広く連携し、知恵を出し合って楽しく防災活動をすすめましょう。 

 

 ＜活動計画＞ 

１．大野地区での防災活動の推進を図る 

   大野地区の会員と連携して、HUGを通じて大野地区での防災活動を進めます。 

 

２．3地区での防災研修会の実施 

  会員の交流の場を作ることを大事にしたいことから、3地区で開催します。  

   例）大野地区、久根別・浜分地区、中央地区 

 

３．スキルアップをめざす研修会  

  防災連絡会議独自で開催する研修会をめざしましょう。 

〇フィールドワークの実施 

  テーマ 水利施設の見学を通じて水防について考える  7月開催予定 

  〇誰一人もとり残されない防災をめざし、避難所運営に関する学習会の開催 

   絵カードによる避難所運営、厳冬期の避難、スフィア基準を考える 

 

４．防災連絡会議 10周年記念事業に向けた活動の準備 

  防災イベント、記念式典、記念誌発行などを手作りで費用を少なく実施したい。 

 

５．役員体制の確立 

  役員の役割分担を明確にし、連携した取り組みを実行する。 

 

６．広報活動  

連絡会議だよりの発行継続し、他の広報手段の検討も行う 

   

         

 ＜添付資料＞ 

 防災連絡会議の会員名簿 

 防災連絡会議会規則   

   


